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令 和 ４ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 岩 槻 商 業 高 等 学 校 ） 
 

目指す学校像  柔軟で創造的なビジネス人材を地域とともに育む学校       ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。 
       

達 

成 

度 

Ａ 
ほぼ達成 

(８割以上) 
 

重 点 目 標 

 １ 主体的、最適及び効率的、教科横断的な学びによる確かな知識・技能及び課題発見・解決能力を育成する。 

２ 自主性、自立・自律の醸成を図り、柔軟に対応できる心身ともに調和の取れた人材を育成する。 

３ 進路実現と社会貢献及び活躍の両立ができる一貫したキャリア教育を計画的・組織的に実現する。 

４ 発信力を重視し、保護者や地域と連携・協働し、地域に根ざした信頼される学校づくりをする。 

 Ｂ 
概ね達成 

(６割以上) 
  

出席者 学校関係者  １０名 

    生徒     １５名 

    事務局(教職員) ９名 

 Ｃ 
変化の兆し 

(４割以上) 
  

 Ｄ 
不十分 

(４割未満) 
  

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２ 月 ７ 日  現 在 ）  実施日 令和５年２月７日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】学び直しや資格取得の学

習及び指導は定着しており、生徒

の学習態度も安定している。 

【課題】自主的な学習意欲や課題

解決能力などに必要な思考力・表

現力等が全般的に不足している。 

 観点別評価の導入を契機に指導

と評価の一体化を推進させ、また

一層の ICT 教育と協調学習等を融

合した授業改善にも着手する必要

がある。 

課題発見・解決型の学
習や協調学習やＩＣＴ

活用を推進して分かる

授業を行うとともに資

格取得指導を推奨す

る。 

①課題発見・解決型の学習指導の研 

 究(研鑽)･推進 

②協調学習を中心とした授業研究に 

 よる指導力の向上 

③ICT を活用した分かる授業の実践 

④資格取得(上位級含む)指導の実施 

 と取得者の表彰 

①②研究授業の実施回数 

③ＩＣＴ活用頻度・方法 

①②③観点別評価の実施状況、 
 アンケート結果 

④埼玉県高校生専門資格等取得 

 表彰の表彰率７割以上 

④上位資格合格者の増加 

④検定バッジ取得者(検定１級１ 

 ～３種目)の表彰 

【ほぼ達成】 

①②国語１・保健体育１・商業３回実施。 

③タブレット活用委員会による研修会を行い、 

 ＩＣＴ教育推進や指導力向上を図った。 

④達成した。 

④４種目１名、３種目 6 名、２種目 12 名、 

１種目 23 名が達成、昨年度比増。また、Ｔ

ＯＥＩＣ835 点を達成した生徒あり。学期末ご

とに表彰を行い、生徒の努力を讃えた。 

Ａ 

①②課題発見・解決型の学習指導の研究

をさらに推進し、新学習指導要領のねらい

に即した授業づくりを展開する。 
③わかる授業実現に向けた指導力の向上

を図るため、先進校視察や校内研修による

指導力向上を図る。また、ＩＣＴ教育の研修

と開発を推進し、多種の授業づくりをする。 

④習熟度別展開や上位取得者対象の方

策を推進する。 
 

○地域からタブレット端末やコンピュー

タ等を活用したＩＣＴ教育モデル校と呼

ばれるような学習指導を行ってほしい。 

○Jamboard を使った授業は生徒に好評と

のことであった。来年度からのタブレッ

ト端末を活用した授業に期待している。 

○上位資格を取得する生徒を増やすとと

もに、学力不振に苦しむ生徒を新しい学

習方法で学ぶ喜びを実感させてほしい。 

観点別評価による評価

評定を行い、適正な評

価となっているか検証

を行う。 

①観点別評価による評価方法の確立 

②振り返りを通じてより適正な評価 

 法への改善 

 

①評価方法の確立 

 

②改善点の検討および修正 

【概ね達成】 

①教科で研修・協議等を重ね、また学校全体 

 の評価規準を策定し、生徒・保護者への周 

 知を含め、適正評価を行うことができた。 

②今年度の課題を洗い出し、次年度に向け 

 準備を進めることができた。 

Ｂ 

①②評価対象が増えることによる業務量の

増加を解消するために、自動採点ソフトに

よる採点時間の縮小及びソフトからの評価

に必要な電子データの活用を推進する。 

２ 

【現状】基本的な生活習慣は定着

しており、交通事故やコロナ感染

の予防など安心安全の学校づくり

に組織的に対応している。 

【課題】教科指導を中心に、豊か

な人間性を涵養していくための具

体的な目標や手順・項目などを明

確にしていく必要がある。 

生徒の人間力（知的能

力、社会・対人関係

力、自己制御）を高め

る指導を行う。 

①社会人としての観点による生活･ 

 教科･進路指導の実践 

②部活動実績や生徒の様々な活動を 

 奨励する指導の実施 

①学校生活アンケート指標上昇 

 

②部活動実績や生徒の活躍状況 

【概ね達成】 

①学校生活アンケートによる指標の上昇を 

 達成した。 

②陸上部関東大会出場の壮行会、検定１ 

 級合格者表彰を実施した。 

Ｂ 

②部活動の加入及び活動状況を踏まえ、

活動の活性化のため、「岩商で頑張りたい」

生徒の確保に向けた、部活動のＰＲを推進

する。 
 

○部活動の活躍は地域や中学生ＰＲで

きる大きな材料である。活動の充実と

ともに、地元中学校や地域へのＰＲを

積極的に行ってほしい。 

○安心安全な学校を維持するために、

生徒を指導してほしい。 

安全・安心な学校生活

を実現する。 

①交通安全巡回指導、いじめ防止の 

 組織的指導の実施 

②感染防止対策の徹底、防災・安全 

 対策指導の充実 

①交通事故件数の減少、いじめ 

 問題等への取組状況 

②感染防止対策の状況、防災・ 

 安全対策指導の状況 

【概ね達成】 

①毎日の交通安全指導、いじめアンケート 

 等を計画的に実施した。 

②保健環境部を中心とした組織的な感染 

 対策を実施した。 

Ｂ 
①いじめゼロに向けた規範意識醸成のた

めの講話や集会を実施する。 

②組織的な対策の継続実施を進める 

３ 

【現状】3 年間を通じてのキャリア

教育は計画的に実施されている。

また、進路実現はほぼ希望通りに

決定している。 

【課題】進路実現は達成されてい

るが、社会人としての活躍・貢献

は十分ではない。知識･技能以外の

社会人として必要な資質･能力を身

につける必要がある。 

生徒の進路希望の実現

と進路意識を向上させ

る。 

①【1 年】中学校からのキャリア・ 

 パスポートを継続かつ発展させる 

 指導の実施 

②【2 年】総合的な探究の時間を中 

 心としたキャリア教育の実施 

③【3 年】具体的な進路実現に向け 

 た、個に応じた進路指導の実施 

④「未来の職業人材育成事業」等に 

 よる外部教育力活用 

①キャリア・パスポートを活用 

 した指導の実践回数等（目 

 標、月１回以上） 

②総合的な探究の時間の指導内 

 容の充実度上昇 

③進路実現率、進路指導に対す 

 る「満足度」状況 
④外部指導力の活用状況、新た 

 な取組の実践状況 

【ほぼ達成】 

①キャリア・パスポートを毎学期２回（合計６回） 

 の指導を実践した。 

②インターンシップ 3 年ぶりに実施した。 

②各種行事で外部講師の活用を積極的に実 

 施した。 

③ほぼ全員が、進路実現した（１月末現在）。   

 満足度 93.6％（0.6 point↑） 

④武蔵野銀行との起業家教育、藤宮製菓、 

 新井人形店、専門学校講師等に係る外部人 

 材の活用。 

Ａ 

 

①②キャリア・パスポートやインターンシップ

による就労体験を生徒の進路指導を生か

していく。 

①②起業家教育や金融教育など新学習指

導要領及び実態社会を踏まえた教育分野

のさらなる充実を進める。 

①②③社会で活躍・対応できる人材を知

識・技能だけでない側面を教育活動全体

で身につけていく。 

 

○生徒にニーズに応えた進路指導を学校

の武器に、生徒募集につなげてほしい。 

○地域産業界と連携したインターンシッ

プをＰＲして、求人や学校の評価向上に

つなげてほしい。 

○進路実績を積極的にＰＲして学校の評

価を高めてほしい。 

４ 

【現状】地域連携との交流は、一

部の取組にとどまった。保護者と

の連携は、新規に Web 機能を活用

して情報提供ができた。ただし、

生徒募集の問題を含め、情報発信

方法等の検討が必要である。 

【課題】本校教育活動をより深く

認識･理解されるための情報発信と

教育活動の充実が求められる。 

生徒の活躍や成長した

姿を積極的に広報す

る。 

①学校説明会等の工夫・改善 

②学校 Web ページ上による情報提供 

 の充実 

③中高連携の推進 

①感染防止対策を徹底した上で 

 の参加者数増加 

②アクセス数増加 

①②本校への志願倍率上昇 

【概ね達成】 
①説明会は生徒の取組紹介や活躍により、参 

 加者の評価は高かったが、参加者は全体的 

 に減少した。 

②アクセス数 4365340 件（１月まで） 

①②進路希望調査減少（2.5point↓） 

Ｂ 

①②公立高校・商業高校全体の志願者減

少に歯止めをかける学校としての取り組み

を模索していく。その方策の１つとして、ＩＣ

Ｔ教育の先進・推進校として、中学校教員・

生徒・保護者に広報活動を展開する。  

○様々なＰＲに取り組んでいるが、志願者確

保につながっていない。卒業生への働き掛け

を強め、協力を得られないものだろうか。 

○自治会への回覧を活用し、学校の教育活動

を広報誌、今まで以上の地域との連携・協力

体制の構築を図ってはどうか。 

○「商業」の学びを中学生や保護者、中学の

教員や塾関係者に理解してもらう機会を作

り、商業教育の良さを実感してもらう。 

感染予防措置を実施し

ながら地域貢献活動を

推進する。 

①地域貢献の企画提案・実践 

②地域が求める貢献に関するニーズ 

 の収集 

①地域貢献の実践状況 

②地域が必要とする貢献 

 

【概ね達成】 

①②小学校との交流事業は見送りとなったが、 

 文化祭や体育祭など感染予防策を講じなが 

 ら実施できた。 

Ｂ 
①②感染状況を見極め、交流事業を実施

するとともに、ボランティア活動等積極的に

校外活動や学校行事の実施を推進する。 

 


